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	課 長
	主 任
	

	平成１７年　２月　８日　（火）
	
	
	

	司会　清川　真澄　　記録　池田　真希子
	
	
	


	藤原香
	松　沢
	鶴ヶ崎
	村　舘
	木村文
	清　川
	高橋則
	鈴木匡
	濱　谷
	岡　田

	○
	欠勤
	○
	公休
	○
	○
	準夜
	深夜
	公休
	準夜

	山　地
	池　田
	赤　坂
	上　口
	上　澤
	天　野
	阿部香
	三浦雪
	田　島
	小田

	公休
	○
	○
	深夜
	公休
	○
	　○
	学校
	公休
	公休


※出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜全体連絡＞

· 中野渡　鉄男様～両下肢に発赤がみられています。次回の皮膚科（２／９）で診てもらってください。

· 五日市　公様～義歯が割れたとの事。歯科の予約しています。
· 深夜での感染入力ですが、前日より人数増加の場合は赤で、減少の場合は青で、変更ない場合は黒で入力して下さい。
· 金沢　洋子様～２／９（水）きざん八戸で幸房の昼食会があるため、昼の発注はしなくていいそうです。
定期薬変更（２／９～）

· 五日市　公様～レボトミン（５）３Ｔ　３×ｎｄｅが止めとなります。　

＜全体連絡＞

· タイムカード押し忘れの支払いが今日までとなっています。

· 猪股Ｄｒの机の場所が、東北大の先生方の机の所へ変わります。

· ＰＨＳの番号ですが、以前村上課長が使っていたものが高井課長へ、村上主任が使っていたものが川端Ｄｒの番号となります。

· 今週の歯科ですが、金曜日が祝日のため明日９日（水）となります。

· 症例検討会議は１８日（金）に行ないます。

· １７日、１７：３０～ＳＳＴの勉強会があります。

· 薬局よりアモバン、ダイアモックス、タガメットの刻印が変更になります。

· 今月中の申請ですが、Ｗｉｚ、用紙のみではなく両方で申請してください。

· 回覧はｉｏｆｆｉｃｅではなくＷｉｚで行なって下さい。

· スタッフで名札を付けていない人が多くいます。逆さま、裏返しに入れず、きちんと名前が見えるようにして下さい。

· トリゾンラブを忘れずに携帯して下さい。

· 疥癬対策として、服は仕事用、通勤用と替えてください。

· バルサンは毎週行なって下さい。その際は警報機がならないよう庶務へ連絡して下さい。

· 小坂Ｄｒの事故対策勉強会が今日までです。受けていない方は補講に必ず出席して下さい。

· 道路が凍っているので気を付けて歩いて下さい。

· ３月に防災訓練を行う予定です。

　　　　　　　　　　

＜マニュアルの読み合わせ＞

退院が決定した時マニュアル

１　目的

退院業務がスムーズに遂行でき、医療の継続が確認、徹底される事を目的とする。

２　手順

	実施手順
	観察・ケアのポイント

	①退院検討


	①・御家族へ退院の方向性を確認する。

　・御家族へ利用できる社会資源等の情報を提供する。

　・必要時、御家族、各関係者による話し合いを行う。

・退院療養検討会義を開催する。

退院療養計画書を作成する。

　・主治医面談の設定する。

・退院時要約を作成する。

・御家族に連絡し、退院日を決定する。

	②指示を受ける


	②・退院時処方を頂く。

外用薬（軟膏・湿布・点眼）やシンラック液等使用している際は必要時処方して頂く。

・次回外来受診日、退院時指導（面談）を確認する。

・薬局に処方箋を渡す。

薬局と医事課には、外来通院無し又は、次回外来予定日も申し送る。

	③連絡


	③・御家族へ退院が決定した事を連絡する。

・退院決定時、庶務管理課、医事課、薬局

ＰＳＷへ退院日時を報告する。

	④記録


	④・退院について決定した事、準備が必要な事などを申し送る。

・退院時サマリーを作成し、主任が確認する。

・ＳＳＴ個人記録，治療プログラム個人記録の総括をする。その後主治医へ確認して頂く。

	⑤退院時指導
	⑤・患者様、御家族へ生活習慣、服薬遵守、外来通院等説明確認する。（生活習慣、服薬遵守については重点的に行う。）

・退院後、調子の悪い時、困った時などいつでも相談に応じている事を説明し安心して頂く。


３　必要物品　　

　①：退院時療養計画書、退院時要約

　②：処方箋

　⑤：退院時サマリー、ＳＳＴ個人記録、治療プログラム個人記録

４　その他注意事項　

・業者に洗濯依頼している場合は、退院１週間前から出さない。

· 退院時療養計画書、退院時本人又は御家族へ渡して頂く。コピーはカルテに綴じる。

退院日マニュアル

１　目的

患者様が継続した治療意志が持てるよう援助し、円滑に退院出来る事を目的とする。

２　手順　

	実施手順
	観察・ケアのポイント

	①説明・確認


	①・退院時の面談を外来でする時は、カルテを

医事課に降ろす。

　・退院指導を行ない、次回外来日を確認する。

・医事課へ御家族、本人様へ伝える事、確認しておく事はないか確認する。（支払等）

	②私物の確認


	②・預かり品、部屋に忘れ物がないか確認する。

・荷物を持って患者様と一緒に外来に移動し見送る。

・看護者が薬局より薬を受け取り、患者様に渡す。その際、本人と御家族へ退院後の外来受診、服薬の仕方を説明する。

	③連絡
	③退院時間を庶務管理課、医事課、薬局、ＰＳＷへ報告する。

	④入力確認


	④．庶務管理課栄養管理室に報告し、食事発注入力変更する。

　・入院患者数の変更入力する。

	⑤清掃


	②・寝具伝票記載し、寝具一式を洗濯場に出す。

　・ロッカー、床頭台等を掃除する。

	⑥記録

　


	③・退院した事を経過記録へ記載する。

　・カルテチェックをする。（記載漏れ等ないか）

・退院時サマリーをカルテにとじ、カルテを庶務管理課へ渡す。


３　必要物品　　

　①：退院時指導の資料、面談時カルテ、退院時処方

　⑤： 寝具伝票

　⑥：カルテ、退院時サマリー、ＳＳＴ個人記録、治療プログラム個人記録

４　その他注意事項　

・薬局が休みの時、退院時処方を病棟で管理する。看護者は御本人・御家族に服薬の仕方など説明する。

・退院後に忘れ物や、業者から衣類が届いた時は、次回外来時返却して欲しい事を医事課に伝え、私物の管理を依頼する。

・退院時指導についは、生活習慣、服薬遵守、外来通院について説明する。（初外来日や薬局で薬をもらうことを説明する。）

・北、南Ａ、西Ａ病棟ではロッカーの鍵を患者様より返却して頂く。

・次回外来日については医事課、薬局に申し送る。

